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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インレット（５）と、
　アウトレット（６）と、
　前記インレット（５）と前記アウトレット（６）との間で熱伝達流体を案内するための
、前記インレット（５）と前記アウトレット（６）との間に延在する複数のチャネル（４
）と、
　を備えた、太陽光によって加熱されるためのプレート熱交換器（１、１’）であって、
　前記複数のチャネル（４）は、第１プレート（２）と第２プレート（３）との間に画定
され、
　前記複数のチャネル（４）のそれぞれは、長手方向の延在部の少なくとも１部において
、三角形状の断面又は面取りされた三角形状の断面或いは平行四辺形状の断面又は面取り
された平行四辺形状の断面を有し、
　２つの隣接したチャネル（４）の側壁（１０）どうしが、１００度又は１００度より小
さい角度αを画定し、
　前記第１プレート（２）及び／又は前記第２プレート（３）の複数のチャネル（４）は
、平坦なシートビレットを深絞りすることによって形成され、該深絞りが、押圧されない
平坦なシートビレットと比較して少なくとも１２０％の領域において深絞りされ、
　前記第１プレート（２）及び前記第２プレート（３）は、ステンレス鋼によって形成さ
れ、



(2) JP 6856751 B2 2021.4.14

10

20

30

40

50

　前記複数のチャネル（４）のそれぞれは、前記第１プレート（２）及び前記第２プレー
ト（３）の主延在面に対応する平面Ａ視において、前記インレット（５）と前記アウトレ
ット（６）との間に単一の湾曲延在部を有し、
　単一の湾曲延在部は、前記インレット（５）の中心と前記アウトレット（６）の中心と
の間に延びる仮想線と共に、前記第１プレート（２）及び前記第２プレート（３）の主延
在面に対応する平面（Ａ）に対して平行に配置され、それぞれのチャネル（４）が、長手
方向の延在部の中間において最大深さ（ｙ）を有していることを特徴とする、太陽光によ
って加熱されるためのプレート熱交換器。
【請求項２】
　前記複数のチャネル（４）のうちの２つのチャネルは、同じ湾曲部又は異なる湾曲部を
有する、請求項１に記載の太陽光によって加熱されるためのプレート熱交換器。
【請求項３】
　前記インレット（５）と前記アウトレット（６）との間に延在する対称線（ＳＬ）に対
し第１の側に示される第１のグループのチャネル（４ａ）と、前記対称線（ＳＬ）に対し
第２の側に示される第２のグループのチャネル（４ｂ）とは、互いに対して鏡像関係とな
っていることを特徴とする、請求項１又は２に記載の太陽光によって加熱されるためのプ
レート熱交換器。
【請求項４】
　前記複数のチャネル（４）は、前記インレット（５）に対して分岐するように配置され
ており、且つ前記アウトレット（６）に対して収束するように配置されていることを特徴
とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の太陽光によって加熱されるためのプレート
熱交換器。
【請求項５】
　前記単一の湾曲延在部は、第１の直線部分（Ｌ１）と第２の直線部分（Ｌ３）とを備え
、前記第１の直線部分（Ｌ１）及び前記第２の直線部分（Ｌ３）のそれぞれは、単一の湾
曲部分（Ｌ２）によって結合されていることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項
に記載の太陽光によって加熱されるためのプレート熱交換器。
【請求項６】
　前記第１の直線部分（Ｌ１）及び前記第２の直線部分（Ｌ３）は、同じ長さを有するこ
とを特徴とする、請求項５に記載の太陽光によって加熱されるためのプレート熱交換器。
【請求項７】
　前記インレット（５）と前記アウトレット（６）との間の対称線（ＳＬ）からさらに離
れているチャネル（４）の最大幅（ｗ２）は、前記対称線（ＳＬ）に近いチャネル（４）
の最大幅（ｗ１）より大きいことを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の太
陽光によって加熱されるためのプレート熱交換器。
【請求項８】
　前記複数のチャネル（４）のそれぞれが、長手方向の延在部の少なくとも１部において
、面取りされた三角形状の断面又は面取りされた平行四辺形状の断面を有する場合におい
て、面取り（９）は、前記第１プレート（２）及び前記第２プレート（３）の主延在面に
対応する平面に対して平行に延在していることを特徴とする、請求項１～７のいずれか一
項に記載の太陽光によって加熱されるためのプレート熱交換器。
【請求項９】
　前記第１プレート（２）及び第２プレート（３）は同一であり、又は、
　前記複数のチャネル（４）が前記第１プレート（２）に配置され、且つ前記第２プレー
ト（３）は平坦であることを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記載の太陽光に
よって加熱されるためのプレート熱交換器。
【請求項１０】
　少なくとも前記第１プレート（２）は、ペイントを使用することによって又は表面改質
を使用することによって黒くされていることを特徴とする、請求項１～９のいずれか一項
に記載の太陽光によって加熱されるためのプレート熱交換器。
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【請求項１１】
　当該プレート熱交換器は、ロウ付け、溶接、接合、又は接着によって永久的に接合され
ていることを特徴とする、請求項１～１０のいずれか一項に記載の太陽光によって加熱さ
れるためのプレート熱交換器。
【請求項１２】
　太陽反射器（１３）と共に、請求項１～１１のいずれか一項に記載のプレート熱交換器
の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽光によって加熱されるためのプレート熱交換器に関し、太陽反射器と一
緒にそのようなプレート熱交換器を使用することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　水又は他の流体を加熱するための平坦なパネル型の太陽光集光器を提供することは、こ
の技術分野において周知である。これらの集光器は、高い太陽光照射領域において使用さ
れており、且つ効率を提供するために使用されており、光線は、反射器を使用することに
よって集光器に向けられてもよい。
【０００３】
　太陽光集光器の一例は、特許文献１から周知である。この集光器は、熱吸収材料でコー
トされる平坦な外面を有するパネルを備える、中空内部を有する部材を備える。パネルは
、パネルから突出している複数のピラミッド型反射体をさらに備える。このような反射体
は、パネルの表面に亘って分散される。ピラミッド型反射体の外面は、パネルの平坦な表
面に向けてそれらに入射光を反射する。中空部材を通じて循環する流体はまた、反射体の
内部を通じて循環する。先行技術のこの部品の解決方法が、複数の反射体の間で入射光線
を反射させることによって出力効率（ｐｏｗｅｒ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）を増加させる
ために保持されてもよいけれども、表面パターンは、クラッキングなしで金属薄板を押圧
することによって生み出すのに非常に複雑である。また、インレットからアウトレットへ
の熱伝達流体の流れを制御し、且つ完全に入手可能な熱伝達面を使用することは非常に難
しい。
【０００４】
　特許文献２には、太陽光集光器の他の例が開示されている。この太陽光集光器は、選択
的な吸収コーティングを有する上側吸収シートと、下側シートと、を有するロウ付けされ
たプレート熱交換器によって形成される。１つのシート又は両方のシートには、複数のく
ぼみが設けられている。２つのシートはロウ付けによって接合され、それによって、１つ
のチャネル又は複数のチャネルを境界付ける。一のチャネルの場合において、チャネルは
蛇行状に形成されてもよい。また、複数の平行なチャネルの例も開示されている。この種
類の太陽光集光器は、そのデザインにおいてプレート熱交換器における伝統的な単一な流
れに多かれ少なかれ対応しており、且つ熱伝達流体の制御された処理能力を可能にする。
しかしながら、入射光線の利用可能なエネルギーを使用する点で効率が低くなっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許出願公開第４　００７　７２６号
【特許文献２】欧州特許第１　８１１　２４５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記の問題の少なくともいくつかを解消することは本発明の目的である。
【０００７】
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　より正確に、熱伝達流体のうまく制御された処理能力を提供する太陽光集光器を提供す
ることが本願の目的である。他の態様は、太陽光集光器の利用可能な熱伝達領域が制御さ
れた方法で使用されるべきであることとされる。さらなる他の目的は、太陽光集光器が容
易に製造すべきであり、低いコストで製造されるべきであることとされる。
【０００８】
　第１の態様によれば、本発明は、太陽光によって加熱されるためのプレート熱交換器で
あって、インレットと、アウトレットと、インレットとアウトレットとの間で熱伝達流体
を案内するためのインレットとアウトレットとの間に延在する複数のチャネルと、を備え
ており、前記複数のチャネルは、第１プレートと第２プレートとの間に画定されており、
前記第１プレート及び前記第２プレートは、ステンレス鋼によって形成されており、前記
複数のチャネルのそれぞれは、前記第１プレート及び前記第２プレートの主要表面延在部
に対応する平面において示されるように、前記インレットと前記アウトレットとの間の単
一の湾曲延在部を有し、前記複数のチャネルのそれぞれは、その長手方向の延在部の少な
くとも１部に沿って、三角形状の断面又は面取りされた三角形状の断面或いは平行四辺形
状の断面又は面取りされた平行四辺形状の断面を有し、２つの隣接したチャネルの側壁は
、１００度に対応する、又は１００度より小さい、より好ましくは９０度より小さい角度
を画定する、プレート熱交換器に関連する。
【０００９】
　プレート熱交換器は、プレート熱交換器の表面に太陽光線を反射させる太陽反射器と一
緒に使用されるように意図される。太陽光エネルギーはそれによって、インレットとアウ
トレットとの間の複数のチャネルを通じて流れる熱伝達流体を加熱するだろう。単一の湾
曲延在部の複数のチャネルを備えるプレート熱交換器によって、熱交換器の境界によって
画定された利用可能な領域は、広い範囲にカバーされる場合があり、流体の大きな処理量
を保証する。また、流体流れは、非常にうまく制御される。本発明によって、各チャネル
のアウトレットにおいて測定されるような流体温度が実質的に同じとされ、全てのチャネ
ルに亘って均一な効率を示すことが試験により示された。１００度に対応する、又は１０
０度より小さい、より好ましくは９０度より小さい角度を画定する２つの隣接したチャネ
ルの側壁によって、プレート熱交換器に反射された光線は、単一の湾曲チャネルの側壁の
うちの一方の側壁と出会う場合に前記一方の側壁によって反射されてもよく、次いで他方
の側壁に当たる。入射光線の角度に応じて、光線は、チャネルの単一の湾曲延在部内で、
且つ単一の湾曲延在部に沿ってさらに反射されるだろう。それ故に、光線の滞留時間が増
加してもよく、それによって熱が光線と熱伝達流体との間で伝達される。さらなる他の利
点として、複数のチャネルの効果として、プレートの厚さは、加工中に材料にクラックが
発生することなく、ピラミッド型パターンを使用する場合と比較して減少されてもよい。
さらに、プレート熱交換器の寸法は、太陽反射器と共に使用されるような周知のプレート
熱交換器より小さくなり得る。このことは、材料、コスト、及び空間を節約する。
【００１０】
　複数のチャネルのうちの２つチャネルは、同じ湾曲部又は異なる湾曲部を有してもよい
。
【００１１】
　前記インレットと前記アウトレットとの間に延在する対称線に沿った第１の側に示され
るような第１のグループのチャネルと、前記対称線に沿った第２の側に示されるような第
２のグループのチャネルとは、互いに対して鏡像関係となってもよい、この対称性は、設
備が単純化され得るので、プレート熱交換器を使用する場合に有利である。
【００１２】
　複数のチャネルは、インレットに対して分岐するように配置されており、且つアウトレ
ットに対して収束するように配置されてもよい。
【００１３】
　単一の湾曲延在部は、第１直線部分と第２直線部分とを備え、前記第１直線部分及び前
記第２直線部分のそれぞれは、単一の湾曲部分によって結合される。第１直線部分及び第
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２直線部分は、同じ長さを有してもよい。このことは、対称性の提供を容易にする。
【００１４】
　前記インレットと前記アウトレットとの間の対称線からさらに離れているチャネルの最
大幅は、前記対称線に近いチャネルの最大幅より大きくなってもよい。それによって、均
一な流量分布及び滞留時間は、全てのチャネルに亘って提供され得る。
【００１５】
　複数のチャネルのそれぞれが、その長手方向の延在部の少なくとも１部に沿って、面取
りされた三角形状の断面又は面取りされた平行四辺形状の断面を有する場合において、面
取りは、前記第１プレート及び前記第２プレートの主要表面延在部に対応する平面に対し
て平行に延在してもよい。チャネルの面取りされた断面は、全てのチャネルに亘って均一
の流量分布の提供に貢献し、それによって、完全に利用可能な加熱領域が均等に使用され
る。面取りはまた、押圧を容易にする。
【００１６】
　前記第１プレート及び／又は前記第２プレートのチャネルは、平坦なシートビレットを
深絞りすることによって形成されてもよく、前記深絞りは、対称線の両側における最外チ
ャネルの最外境界線によって境界付けられる領域に亘って測定されるような表面拡大が、
押圧されていない平坦なシートビレットと比較して、少なくとも１２０％である範囲まで
行われてもよい。表面拡大により、熱交換器の効率を改善することができる、拡大された
利用可能な熱伝達領域が生じる。
【００１７】
　インレットとアウトレットとの間でその長手方向の延在部に沿って、前記複数のチャネ
ルのそれぞれは、前記第１プレート及び前記第２プレートの主要表面延在部に対応する平
面を横断する方向において示されるように、且つインレットの中心とアウトレットの中心
との間に延在する仮想線と平行に示されるように、単一の湾曲延在部をさらに有してもよ
く、前記各チャネルは、その長手方向の延在部の中間における最大深さを有してもよい。
それ故に、押圧領域は、全体として、わずかにドーム状に形成されるだろう。この外観は
、熱伝達領域の表面拡大を提供するように示されており、それによって、全てのチャネル
の間の均一な流量分布が生じ、押圧を容易にする。
【００１８】
　第１プレート及び第２プレートは同一とされてもよく、又は、代替的には、複数のチャ
ネルが第１プレートに配置されてもよいのに対して、第２プレートが平坦である。
【００１９】
　少なくとも第１プレートは、プリントを使用することによって、又は、表面改質を使用
することによって黒くされてもよい。
【００２０】
　プレート熱交換器は、ロウ付け、溶接、接合、又は接着によって永久的に接合されても
よい。
【００２１】
　他の態様によれば、本発明は、太陽反射器と共に、上記のプレート熱交換器の使用につ
いて言及する。
【００２２】
　本発明の利用可能性があるさらなる範囲は、以下に与えられた詳細な説明から明らかに
なるであろう。しかしながら、詳細な説明及び具体的な例示が本発明の好ましい実施形態
を指し示すのに対して、例示としてのみ与えられることは理解されるべきである。なぜな
らば、本発明の範囲における様々な変形例及び改良が当業者にとってこの詳細な説明から
明らかになるからである。
【００２３】
　従って、本発明が特定の構成部品、記載された装置の部品、記載された方法のステップ
に限定されず、そのような装置及び方法が変化され得ることは理解されるべきである。本
願明細書に使用される用語が特定の実施形態のみを記載することのみを目的としており、
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限定されるように意図されないことはまた、理解されるべきである。明細書及び添付の特
許請求の範囲で使用されるように、文脈上明らかにそうではない限り、「ａ」、「ａｎ」
、「ｔｈｅ」、及び「前記」の用語が１つ又は多くの要素が存在すること意味することを
意図している。それ故に、例えば、「１つのユニット」または「そのユニット」への言及
は、複数の装置などを含み得る。さらに、「備える」、「含む」、「含有する」、及び類
似の用語は、他の要素又はステップを排除するものではない。
【００２４】
　本発明のこれらの態様及び他の態様は、本発明の実施形態を示す添付の図面を参照して
、より詳細に説明される。図面は、本発明の実施形態の一般的な構造を説明するために提
供されている。全体を通じて、同じ参照番号は同じ要素を指す。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１ａ】独創的なプレート熱交換器の第１実施形態を概略的に示す図である。
【図１ｂ】独創的なプレート熱交換器の第１実施形態を概略的に示す図である。
【図２】独創的なプレート熱交換器の第１実施形態の断面図ＩＩ－ＩＩを示す図である。
【図３ａ】独創的なプレート熱交換器の第２実施形態を概略的に示す図である。
【図３ｂ】独創的なプレート熱交換器の第２実施形態を概略的に示す図である。
【図４】独創的なプレート熱交換器の第２実施形態の断面図ＩＩＩ－ＩＩＩを示す図であ
る。
【図５】独創的なプレート熱交換器の第３実施形態を概略的に示す図である。
【図６ａ】独創的なプレート熱交換器の第３実施形態の断面図ＩＶ－ＩＶを示す図である
。
【図６ｂ】独創的なプレート熱交換器の第３実施形態の断面図Ｖ－Ｖを示す図である。
【図７】入射光線と相互作用する複数のチャネルを非常に概略的に示す図である。
【図８】本質的な熱伝達領域を非常に概略的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明は次いで、本発明の現在好ましい実施形態が示されている添付の図面を参照して
、以下により十分に説明される。しかしながら、本発明は、多くの異なる形態で具体化さ
れてもよく、本明細書に記載された実施形態に限定されると解釈されるべきではない。そ
うではなく、これらの実施形態は、完璧性及び完全性のために提供されており、そして本
発明の技術的範囲を当業者に十分に伝えるために提供される。
【００２７】
　図１ａ及び図１ｂから初めて、プレート熱交換器１の第１実施形態の一般的なデザイン
が開示されている。
【００２８】
　プレート熱交換器１は、上部第１プレート２と、下部第２プレート３とを備える。これ
らのプレートは、金属薄板から製造される。第１プレート２には、複数のチャネル４を備
える押圧パターンが設けられており、第２プレート３は平坦である。第１プレート２にお
ける複数のチャネル４は、略平坦な周縁１１によって取り囲まれる。
【００２９】
　材料は、例として、ステンレス鋼であってもよい。しかしながら、他の材料が使用され
てもよいことは理解されるべきである。２つのプレート２及び３は、二次方程式（ｑｕａ
ｄｒａｔｉｃ）として開示されているが、区形状、楕円形状、又は円形状などの他の幾何
学的形状は、可能である。
【００３０】
　第１プレート２には、共通インレット５と共通アウトレット６との間で熱伝達流体を案
内するための複数のチャネル４が設けられる。インレット５及びアウトレット６には、第
１プレート２に対してロウ付けされる又は溶接される取付具７が設けられる。取付具７は
、第１プレート２及び第２プレート３の主要表面延在部に対応する平面Ａに対して垂直な
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方向において延在する。複数のチャネル４は、共通インレット５に対して分岐するように
配置されており、共通アウトレット６に対して収束するように配置される。
【００３１】
　対称線ＳＬは、インレット５の中心とアウトレット６の中心との間に延在する仮想線と
一致する。第１のグループのチャネル４ａは、対称線ＳＬに沿って第１の側に配置されて
おり、第２のグループのチャネル４ｂは対称線ＳＬに沿って第２の側に配置される。２つ
のグループのチャネル４ａ及び４ｂは、互いに対して鏡像関係となる。
【００３２】
　複数のチャネル４のそれぞれは、平面Ａに示されるように、インレット５とアウトレッ
ト６との間の単一の湾曲延在部を有する。単一の湾曲延在部は、第１直線部分Ｌ１と、第
２直線部分Ｌ３とを備え、それらの直線部分Ｌ１及びＬ３は、単一の湾曲部分Ｌ２によっ
て結合される。開示された実施形態において、第１直線部分Ｌ１及び第２直線部分Ｌ３は
、同じ長さを有する。しかしながら、直線部分Ｌ１及びＬ３が異なる長さを有してもよい
ことは理解されるべきである。開示された実施形態において、複数のチャネルの湾曲部は
、異なる湾曲部を有する。しかしながら、それらが同じ湾曲部を有してもよいことは理解
されるべきである。
【００３３】
　次いで図２を参照すると、単一のチャネルの幅ｗは、インレット５とアウトレット６と
の間のその延在部に沿って異なっている。本願の関連で、幅ｗは、２つの隣接したチャネ
ル４の間に形成された２つのバレー８の中心点の間のチャネル４の長手方向の延在部を横
断して測定される。開示された実施形態において、チャネル４は、中間部に沿って、つま
り中心部Ｌ２に沿って、最も幅広であるのに対して、その各インレット５／アウトレット
６に向けて狭くなっている。
【００３４】
　さらに、複数のチャネルの幅ｗは異なっている。対称線ＳＬからさらに離れているチャ
ネル４の最大幅ｗ２は、対称線ＳＬに近いチャネル４の最大幅ｗ１より大きい。
【００３５】
　複数のチャネル４のそれぞれは、その長手方向の延在部の少なくとも一部に沿って、面
取りされた三角形状の断面を有する。面取り９の幅ｘは、個々のチャネルの長手方向の延
在部に沿って変化する。対称線ＳＬからさらに離れている面取り９の最大幅ｘ２は、対称
線ＳＬにより近い面取りの最大幅ｘ１より大きい。複数のチャネルの面取りされた面は、
互いと同じ高さであるように配置される。
【００３６】
　２つの隣接したチャネル４の側壁１０は、１００度に対応する、又は１００度より小さ
い角度αを規定しており、より好ましくは、９０度より小さい角度αを規定する。２つの
隣接したチャネルの間に形成された各バレー８の底部は、第１プレート２が第２プレート
３の上部に配置される場合に、第２プレート３と同じ高さであるように配置される。
【００３７】
　第１プレート２及び第２プレート３は、好ましくは、当業者に周知である接合方法など
のロウ付け又は溶接によって、例えばレーザー溶接によって、永久に接合される。また、
接着剤接合は、使用されてもよい。第１プレート２は、複数のチャネル４のバレー８及び
平坦な第２シート３を当接する縁１１によって第２プレート３の上部に配置される。配置
構成を熱に晒した場合には、２つのパネル２及び３は永久的に接合され、複数の流体密封
チャネル４を形成する。接合は、当接する接触面に沿って起こっており、つまり、バレー
８に沿って、且つ縁１１に沿って起こるだろう。レーザー溶接の場合又は接着剤接合の場
合には、それらをわずかに平坦にすることによってバレー８に沿って接触面を増加させる
ことは有利とされる場合がある。
【００３８】
　取付具７は、同時に装着されてもよく、又は異なるステップにおいて装着されてもよい
。
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【００３９】
　次いで図３ａ、図３ｂ、及び図４を参照すると、プレート熱交換器１’の第２実施形態
が開示される。この実施形態は、第１プレート２及び第２プレート３、つまり、上部プレ
ート及び下部プレートが同一である点において第１実施形態と異なっている。それらの結
果として、複数のチャネル４は、面取りされた三角形状の断面を有することの代わりに、
図４に示されるように、面取りされた平行四辺形状の断面を有する。流体の温度及び／又
はプレート熱交換器自体が高くなる用途において、複数のプレートの対称な構造は特に有
利である。この実施形態において、プレート熱交換器は、３次元において対称であり、つ
まり、接続部と同一直線上の方向と、前記方向に対して９０度の方向と、プレート２及び
３に対する９０度の方向とにおいて対称である。対称的なパターン及び構造に起因して、
プレートは、高温に起因して熱疲労に対する高い抵抗を有してもよい。
【００４０】
　次いで図５を参照すると、プレート熱交換器１’’の第３実施形態が開示されている。
第１プレート２には、共通インレット５と共通アウトレット６との間に熱伝達流体を案内
するための複数のチャネル４が設けられる。第２プレート３は、平坦であるように開示さ
れる。けれども、第２プレート３が第１プレート２と同一とされてもよいと理解されるべ
きである。
【００４１】
　図６ａに図示されるように、この実施形態における複数のチャネル４はそれぞれ、チャ
ネル４の長手方向の延在部を横断して示されるように、三角形状の断面を有する。
【００４２】
　単一のチャネルの幅ｗは、インレット５とアウトレット６との間でその延在部に沿って
異なっている。開示された実施形態において、チャネル４は、中間部分に沿って最も幅広
になっているのに対して、各インレット５／アウトレット６に向けて狭くなっている。
【００４３】
　図６ｂに図示されるように、複数のチャネルのそれぞれは、インレット５とアウトレッ
ト６との間のその長手方向の延在部に沿って、平面Ａを横断する方向において示されるよ
うに、単一の湾曲延在部を有する。単一の湾曲延在部は、その長手方向の延在部の中間に
おける最大深さｙを各チャネル４に提供する。湾曲部は非常に誇張されている。また、各
チャネル４は好ましくは、複数のチャネルの長手方向の延在部を横断して示されるように
、各チャネル４の最上部ポイントが互いと同じ高さになることを意味するこの方向におい
て示されるように、同じ単一の湾曲延在部を有する。
【００４４】
　次いで図７を参照すると、互いに隣接して配置される複数の単一の湾曲チャネル４の効
果は、議論されるだろう。１００度に対応する、又は１００度より小さい角度α、より好
ましくは９０度に対応する角度αを規定する２つの隣接したチャネル４の側壁１０によっ
て、反射器１３からの入射光線ＲｏＬは、第１の側壁１０ａによって、対向する第２の側
壁１０ｂに向けて反射されてもよい。対向する第２の側壁１０ｂは次いで、その光線を第
１の側壁１０ａに向けて戻すように反射される。この繰り返し反射は、湾曲部及び入射角
度に応じて、入射光線ＲｏＬと関心のある２つのチャネル４の内側における熱伝達流体と
の間のエネルギー交換を改善してもよい。プレート熱交換器１、１’、１’’又は反射器
（開示せず）が入射光の捕獲を最適化させるように角度的に調節可能であるように配置さ
れてもよいことは理解されるべきである。
【００４５】
　次いで図８を参照すると、第１プレート２及び／又は第２プレート３のチャネル４が深
絞りによって形成されることは好ましい実施形態である。対称線ＳＬの両側における最外
チャネル４０の最外境界線ＢＬによって境界付けられる領域に亘って測定されるような、
表面拡大が、押圧されていない平坦なシートビレット（開示せず）と比較して少なくとも
１２０％である範囲まで深絞りが行われることは好ましい。プレート熱交換器の動作中に
本質的な熱伝達面に対応する領域は、図８のグレースケールにおいて図示される。
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【００４６】
　熱伝達流体の限定されない例は、水又はサーマルオイルである。
【００４７】
　熱吸収を改善するために、第１プレート２の外面１２には、黒いペイントが少なくとも
部分的に設けられてもよい。黒いペイントは好ましくは、２００℃以下の温度を有する用
途のために使用される。サーマルオイルを使用する場合の一般的なケースである２００℃
より高い温度の場合には、このペイントは、表面改質によって置換されてもよい。表面改
質は例としては、レーザー加工によって設けられており、その結果としてピラミッドなど
の表面パターンが生じ、光を表面に向けて反射する。表面改質は押圧前又は押圧後に行わ
れてもよい。
【００４８】
　２つのプレート２及び３の永久接合は、ロウ付け又は溶接によって、例えばレーザー溶
接によって行われてもよい。銅ロウ付けは、２２５℃以下の用途のために使用されてもよ
く、これは、クリープ抵抗に起因して銅ロウ付けのための限定である。より高い温度の用
途の場合には、プレート材料は、ステンレス鋼又は高温ステンレス鋼であってもよい。ロ
ウ付けは、ニッケル系ロウ付けフィラー、鉄系ロウ付けフィラー、又は溶融点抑制剤を使
用することによって実行されてもよい。ロウ付けフィラー又は溶融点抑制剤は、プレート
の間の接触面の圧延又はスクリーン印刷によって適用されてもよい。さらなる他の代替実
施形態として、平坦な中間プレート（開示せず）は、接合材料によってスクリーン印刷さ
れてもよく、且つ第１プレート２と第２プレート３との間に配置されてもよい。そのよう
な平坦な中間プレートが流体流れのための開口部が設けられなければならないことは言う
までもない。また、そのような平坦な中間プレートはまた、機械的補強部として機能する
。
【００４９】
　開示された実施形態において、複数のチャネル４は、二次方程式の領域（ｑｕａｄｒａ
ｔｉｃ　ａｒｅａ）をカバーする。この領域が反射器から投影領域に対応する幾何学的形
状を有することは好ましい。投影領域とは、反射器が、プレート熱交換器に入射光線を反
射させるように配置される領域を意味する。制限されない例示として、二次方程式のプレ
ート熱交換器は、３０×３０ｃｍの外側周辺に沿って測定されるようなサイズを有するこ
とができる。
【００５０】
　開示された実施形態に対する変形例は、図面、明細書の開示、および添付の特許請求の
範囲の検討から、請求された発明を実施する際に当業者によって理解され且つ達成され得
る。
【符号の説明】
【００５１】
１、１’、１’’　プレート熱交換器
２　上部第１プレート
３　下部第２プレート
３　パネル
４　チャネル
５　インレット
６　アウトレット
７　取付具
８　バレー
１０　側壁
１１　周縁
１２　外面
１３　太陽反射器
４０　最外チャネル
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Ｌ１　第１直線部分
Ｌ２　単一の湾曲部分
Ｌ３　第２直線部分
ｘ１　最大幅
ｘ２　最大幅
ｗ１　最大幅
ｗ２　最大幅
ｙ　最大深さ

【図１ａ】

【図１ｂ】

【図２】

【図３ａ】
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【図３ｂ】

【図４】

【図５】

【図６ａ】

【図６ｂ】

【図７】

【図８】
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